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2017年11月期 ハイライト

売上高 1,034.9億円 （前期比 2.5％増↑）

営業利益 83.4億円 （前期比 9.6％増↑）

経常利益 90.8億円 （前期比 18.8％増↑）

親会社株主に帰属する

当期純利益 52.7億円 （前期比 5.4％増↑）

2017年11月期実績は売上、各利益とも過去最高値を更新
営業利益は８期連続で前期比増益を達成
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Ⅰ.2017年11月期 実績
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連結業績の概要について

金額(百万円) 比率（％）

売上高 102,854 100,982 103,498 2,516 2.5% 96.7%

営業利益 7,342 7,620 8,348 728 9.6% 112.8%

（営業利益率） 7.1% 7.5% 8.1% 0.5% － －

経常利益 7,799 7,649 9,089 1,440 18.8% 118.0%

特別損益 -688 -59 -1,038 -980 － －

親会社株主に帰属する

当期純利益
4,690 5,002 5,270 268 5.4% 103.3%

ＲＯＥ 5.9% 6.2% 6.2% 0.0% － －

実績
2017年度

当初業績予想

進捗(%)

前期比増減
2015年度
（百万円)

2016年度
（百万円)

2017年度
（百万円)

2017年11月期の実績は前期比で増収増益

当期は前期比で売上高が増収、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに、
増益。業績予想との比較では、各利益で予想を上回る。
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セグメント別業績の概要

2016年度
（百万円)

2017年度
（百万円)

金額(百万円) 比率(％)

売上高 37,556 35,957 -1,599 -4.3%

営業利益 2,610 2,017 -592 -22.7%

（営業利益率） 6.9% 5.6% -1.3% -

売上高 18,775 20,545 1,769 9.4%

営業利益 1,023 1,657 633 61.9%

（営業利益率） 5.4% 8.1% 2.6% -

売上高 34,592 34,470 -121 -0.4%

営業利益 5,108 5,485 376 7.4%

（営業利益率） 14.8% 15.9% 1.1% -

売上高 10,055 12,523 2,468 24.5%

営業利益 498 656 158 31.8%

（営業利益率） 5.0% 5.2% 0.3% -

その他調整額 営業利益 -1,621 -1,469 152 -

売上高 100,982 103,498 2,516 2.5%

営業利益 7,620 8,348 728 9.6%

（営業利益率） 7.5% 8.1% 0.5% -

合計

セグメント 項目
実績 前期比増減

衣料繊維

産業機材

人とみらい開発

生活流通

セグメント別では衣料繊維事業が苦戦するも、他事業は堅調に推移

注）売上高には、セグメント間の売上高を含みません。
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衣料繊維事業の概況

売上高

営業利益

35,957百万円 前期比 4.3％減↓

2,017百万円 前期比 22.7％減↓

売上高

営業利益

（単位：百万円）

＜業績概要＞

売糸事業で秋冬物衣料の販売不振長期化に
よる需要減少や、一般企業用制服素材で大
口物件の更改需要が低調だった影響等で、
減収となりました。加えて、羊毛原料価格の
高騰や、海外工場の稼働率低下、戦略投資
やシステム投資等よる経費増により、減益と
なりました。
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産業機材事業の概況

＜業績概要＞

車載電装品製造ラインのファクトリーオート
メーション（ＦＡ）装置が引き続き順調に推移し
増収となりました。加えて、自動車生産増加
に伴い、車両用資材が好調に推移した事や
中国向けの環境用フィルターや楽器用フェル
トが好調で、増益となりました。

売 上 高

営業利益

20,545百万円 前期比 9.4％増↑

1,657百万円 前期比 61.9％増↑

売上高

営業利益

（単位：百万円）
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人とみらい開発事業の概況

＜業績概要＞

携帯電話販売事業やビデオレンタル事業に
おいて店舗再編を進めた事や建築工事が減
少した影響等により、微減収となりましたが、
昨年本館をリニューアルした「ニッケパークタ
ウン」等、商業施設運営事業が好調に推移し
た結果、増益となりました。

売 上 高

営業利益

34,470百万円 前期比 0.4％減↓

5,485百万円 前期比 7.4％増↑

売上高

営業利益

（単位：百万円）
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生活流通事業の概況

売上高

営業利益

12,523百万円 前期比 24.5％増↑

656百万円 前期比 31.8％増↑

売上高

営業利益

（単位：百万円）

＜業績概要＞
家具卸販売会社のミヤコ商事㈱とスタンプ販売
の㈱こどものかおが今期より連結対象に加わっ
た事や業務用寝装品が好調だった為、増収とな
りました。加えて、寝装品及びインテリア用品を
主とするＥコマース事業において、冬物軽寝具の
販売が好調に推移し、増益となりました。



11

連結 貸借対照表/CF サマリー
（単位：百万円）

63,921 65,815 1,894

67,422 75,308 7,886

131,343 141,124 9,780

31,579 34,814 3,235

17,608 17,241 -367

49,188 52,056 2,868

76,754 80,352 3,597

4,451 7,666 3,214

949 1,048 99

82,155 89,067 6,911

131,343 141,124 9,780

61.8% 62.4% 0.6%

増　減連結貸借対照表

非支配株主持分

純資産合計

負債・純資産合計

固定負債

負債合計

株主資本

その他包括利益累計額

自己資本比率

2016年度

期末

2017年度

期末

流動資産

固定資産

資産合計

流動負債

9,514 9,206 -308

-6,590 -6,695 -105

-3,361 -743 2,617

-437 1,766 2,204

17 -172 -189

0 95 95

0 -4 -4

14,265 15,951 1,685

連結Ｃ／Ｆ計算書
2016年度
通期累計

2017年度
通期累計

増 減

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の四半期末残高

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

トータルキャッシュフロー

現金及び現金同等物の増減

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額
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2017年11月期の設備投資実績(資産計上)は約60億円で、主には介護施設2拠点新設 約18億
円、SCリニューアル関連 約10億円、衣料繊維新規設備投資 約10億円等です。

設備投資額/減価償却費推移 過去5年
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Ⅱ．2018年11月期 業績予想
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2018年11月期 業績予想の概要

売上高 1,130.0億円 （前期比 9.2％増↑）

営業利益 80.0億円 （前期比 4.2％減↓）

経常利益 85.0億円 （前期比 6.5％減↓）

親会社株主に帰属する

当期純利益 53.0億円 （前期比 0.6％増↑）

2018年11月期の業績は、売上高では増収を見込むも、
利益面では先行投資等の影響で減益の予想。
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事業環境認識

事業部 事業環境

衣料繊維事業

スクールユニフォーム：国内市場は緩やかに縮小
ビジネスユニフォーム：2018年はオリンピック特需の見込み
売糸：国内毛糸（ウール）市場は縮小
海外市場：ユニフォーム、テキスタイル、売糸とも市場拡大の見込み
羊毛原料価格：中国の需要が旺盛、引き続き高止まりの見込み

産業機材事業
産業資材：車両と環境分野は中国市場で拡大の見込み
生活用資材：テニスガット、釣り糸とも国内市場は成熟
産業用機械：工場の省力化、自動化の波が今後も持続

人とみらい開発事業
SC･不動産：国内市場は飽和状態
介護・保育事業：国内市場は拡大の見込みも競争激化

生活流通事業
Ｅコマース：市場拡大の見込み
ホビークラフト：海外市場は拡大の見込み
（ｽﾀﾝﾌﾟ･ｲﾝｸ）
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①成長ドライバーの育成

②構造改革の推進

③グローバル展開の推進

④資本効率を意識した事業運営

⑤チャレンジする人財の育成と成果に報いる人事制度の開発

⑥コンプライアンスの徹底による信頼される企業グループづくり

2018年11月期 重点方針

“未開の分野に目を向け、「高機能商品」「地域Ｎｏ１サービス」の開発と提供
へ挑戦し、みらい生活創造企業を目指す。”
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2018年11月期 業績予想

2018年11月期の業績予想は前期比で増収減益の見通し
（参考）

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

実績 実績 業績予想 中期経営計画

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 100,982 103,498 113,000 9,502 9.2% 120,000

営業利益 7,620 8,348 8,000 -348 -4.2% 9,000

（営業利益率） 7.5% 8.1% 7.1% -1.0% － 7.5%

経常利益 7,649 9,089 8,500 -589 -6.5% －

親会社株主に帰属する

当期純利益 5,002 5,270 5,300 30 0.6% 6,300

ＲＯＥ 6.2% 6.2% 6.0% -0.2% － 7.0%

前期比増減

金額（百万円） 比率（％）

2018年11月期通期の業績予想は、売上高1,130億円、営業利益80億円、経常利益85億円、親
会社株主に帰属する当期純利益53億円、ROEは6.0％以上の見通し。衣料繊維事業では業績の
回復を見込むも、人とみらい開発事業での先行投資等により、減益の予想。
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セグメント別業績予想

注）売上高には、セグメント間の売上高を含みません。

（参考）

セグメント 項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

実績 実績 業績予想 中期経営計画

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 37,556 35,957 39,100 3,143 8.7% 44,000
営業利益 2,610 2,017 2,500 483 23.9% 3,300

（営業利益率） 6.9% 5.6% 6.4% 0.8% - 7.5%
売上高 18,775 20,545 22,100 1,555 7.6% 22,000
営業利益 1,023 1,657 1,500 -157 -9.5% 1,692

（営業利益率） 5.4% 8.1% 6.8% -1.3% - 7.7%
売上高 34,592 34,470 37,600 3,130 9.1% 40,000
営業利益 5,108 5,485 5,250 -235 -4.3% 6,250

（営業利益率） 14.8% 15.9% 14.0% -1.9% - 15.6%
売上高 10,055 12,523 14,200 1,677 13.4% 15,000
営業利益 498 656 640 -16 -2.4% 711

（営業利益率） 5.0% 5.2% 4.5% -0.7% - 4.7%
売上高 0 0 0 0 0 -1,000
営業利益 -1,621 -1,469 -1,890 -421 - -2,953
売上高 100,982 103,498 113,000 9,502 9.2% 120,000
営業利益 7,620 8,348 8,000 -348 -4.2% 9,000

（営業利益率） 7.5% 8.1% 7.1% -1.0% - 7.5%

前期比増減

金額（百万円） 比率（％）

生活流通

その他調整額

合計

衣料繊維

産業機材

人とみらい開発



19

衣料繊維事業のＲＮ130第１次中計進捗

防刃素材「P-TEX」

①

＜RN130第1次中計進捗状況＞
2017年度は当初業績予想に対し減収減益。2018年度以降は下記施策に重点的に取り組み、2019年度の計画達成を目指す。

①戦略商材「ＭＩＲＡＩＺ」の拡販 ⇒ ＭＩＲＡＩＺブランドの市場への浸透。セーラー服に続き詰襟の展開に着手。
②海外向け売糸、テキスタイル事業の拡大 ⇒ 差別化・高付加価値品の拡販。
③機能素材（防炎素材・防刃素材等）の国内外への販売促進 ⇒ ニッケ独自の技術を活かし、新規市場を創出。

売上高 39,100百万円 前期比 8.7％増↑       営業利益 2,500百万円 前期比 23.9％増↑ 

2018年業績予想（RN130第1次中計2年目）

（単位：百万円）
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産業機材事業のＲＮ130第１次中計進捗

防刃素材「P-TEX」

①

＜RN130第1次中計進捗状況＞
2017年度は当初業績予想に対し増収増益。2018年度以降は下記施策に重点的に取り組み、2019年度の計画達成を目指す。

①産業用資材は成長分野の車両用と環境向けで海外事業を拡大 ⇒ 2017年10月グループに加わった海外商社㈱エミーと連携。
②生活用資材は「ＧＯＳＥＮ（ゴーセン）」ブランドを確立し海外へ展開 ⇒ 販売チャネルの複線化とプロモーション強化。
③産業用機械は海外で通用する設計・サービス・コストを実現 ⇒ 名古屋工場を新設し国内製造を強化。顧客の信頼を維持。

売上高 22,100百万円 前期比 7.6％増↑       営業利益 1,500百万円 前期比 9.5％減↓

2018年業績予想（RN130第1次中計2年目）

（単位：百万円）
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人とみらい開発事業のＲＮ130第１次中計進捗

防刃素材「P-TEX」

①

＜RN130第1次中計進捗状況＞
2017年度は当初業績予想に対し増収増益。2018年度以降は下記施策に重点的に取り組み、2019年度の計画達成を目指す。

①資産効率の改善と、共同プロジェクトによる新規事業立ち上げ ⇒ ＳＣリニューアルや遊休地等の再開発に着手。
②介護・保育事業の運営の安定化 ⇒ 2017年度以降に開業の介護施設2拠点、認可保育所2拠点の運営を軌道に乗せる。
③フランチャイズ事業等の更なる拡大 ⇒ 引き続き新規出店を予定。

売上高 37,600百万円 前期比 9.1％増↑       営業利益 5,250百万円 前期比 4.3％減↓

2018年業績予想（RN130第1次中計2年目）

（単位：百万円）
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生活流通事業のＲＮ130第１次中計進捗

防刃素材「P-TEX」

①

＜RN130第1次中計進捗状況＞
2017年度は当初業績予想に対し増収増益。2018年度以降は下記施策に重点的に取り組み、2019年度の計画達成を目指す。

①グループ会社間の連携強化による価値創造 ⇒ クロスセル、共同仕入、展示会共催等を実施。
②Ｅコマース事業の拡大 ⇒ プラットフォームの構築と新たな物流拠点の確立に着手。

売上高 14,200百万円 前期比 13.4％増↑       営業利益 640百万円 前期比 2.4％減↓

2018年業績予想（RN130第1次中計2年目）

（単位：百万円）
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Ⅲ．株主還元
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①成長投資と安定的な株主還元のバランスを志向する。

②成長投資については、研究開発投資、Ｍ＆Ａ投資、設備投資、人財投

資など、中長期的な企業価値の向上の観点から積極的に実行する。

③株主還元については、減配しない安定的な配当政策を継続する。配当

性向30％以上を目指し、利益水準に応じて配当を引き上げていく。

自己株式取得を含む総合的な株主還元を充実させる。

資本政策・株主還元
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１株あたり配当

2017年11月期は、１株あたり2円増配し年間22円を予定



配当性向・総還元性向
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Ⅳ．トピックス
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株式会社エミーの株式取得(2017年10月)

2017年10月に当社は機械商社の株式会社エ
ミーを完全子会社化しました。エミーは、大阪市で
電気絶縁材料などの産業資材、タイヤ製造向け
のプラント設備等の輸出入を行っており、中国や
インド、タイ、台湾、韓国、マレーシア、アメリカ、カ
ナダ、オーストラリアなど世界22 カ国の取引先に
対し、多種多様な製品を販売しております。今後、
産業機材事業において海外販売体制強化と海
外売上の増強に向け、シナジー効果の発揮を目
指して参ります。

＜株式会社エミー概要＞

代表者： 豊澤 健
本店所在地： 大阪市中央区南久宝寺町4-6-13 エミービル
設立年月日： 1976(昭和51）年3 月22 日
資本金 ：4,000 万円
従業員数 ：35 名
主な事業内容： 産業資材、プラント設備等の輸出入
売上高(直近期)： 22 億円

（電気部材）

（産業機器）
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「工房からの風」
2017年度グッドデザイン賞受賞

ニッケが所有運営するショッピングセンター「ニッケコルトンプラ
ザ（千葉県市川市）」での活動「工藝と庭を巡る人の輪づくり－
工房からの風」が、2017 年度グッドデザイン賞を受賞しました。
新人工芸作家の発掘と支援を行う野外工芸展と、自然環境を
生かした庭造りの二つの活動で、ものづくりを通した交流の場
を継続して創り出している点が特に評価されました。
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株式会社ニッケライフの保育事業の拡大

株式会社ニッケライフは、2017年10月に認可保育園
「ぽっかぽっかにっけ保育園（兵庫県加古川市）」をオープ
ンしました。また、 2018年4月には「ぽっかぽっかにっけ保
育園北方（千葉県市川市）」をオープンする予定です。加え
て学童保育事業としてフランチャイズ運営の「Kids Duo あ
ざみ野（神奈川県横浜市）」を2017年6月、「Kids Duo 緑
地公園（大阪府吹田市）を2017年11月に立て続けにオー
プンしました。保育事業の運営は“人と地球に「やさしく
あったかい」”ニッケグループの経営理念を体現する事業と
認識し、引き続き注力してまいります。

2018年
4月
オープン
（予定）

ぽっかぽっかにっけ保育園北方
＜株式会社ニッケライフ概要＞

代表者： 川野 玲
本社所在地：兵庫県加古川市加古川町本町239番地の１
資本金 ：5,000 万円
主な事業内容：認可保育所の運営、学童保育所の運営
施設：ぽっかぽっかにっけ保育園

ぽっかぽっかにっけ保育園北方(2018/4OPEN予定)
キッズデュオあざみ野
キッズデュオ緑地公園
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ニッケグループはステークホルダーの皆様に当社の理解をより深めて頂く
為に、今後も開示資料の充実を図って参ります。引き続きご支援賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

ニッケグループ統合報告書は下記ＵＲＬにて開示しております。
http://www.nikke.co.jp/ir/integration_report/
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Ⅴ．参考資料



会社名 日本毛織株式会社（通称ニッケ）

本社 大阪市中央区瓦町３丁目３－１０

代表者 代表取締役 富田 一弥

設 立 １８９６年（明治２９年）１２月３日

資本金 ６,４６５百万円

連結売上高 １０３,４９８百万円（2017/11時点）

従業員数 連結：４,８９９名 単体：５１０名（2017/11時点）

上場区分 東証1部

単元株 １００株
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会社概要
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沿革
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事業概要 衣料繊維事業
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事業概要 産業機材事業
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事業概要 人とみらい開発事業
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事業概要 生活流通事業
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羊毛相場・為替相場の推移について

A¢/kg 円/US$
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株価チャート 期間：2016/12/1～2017/11/30

ニッケ

日経平均

＜日経平均比較チャート＞

＜当社株価チャート＞
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本資料中の業績予想、見通しおよび事業計画についての記述は、本決算発表日現在において入手可
能な情報に基づき作成したものであり、記載された将来の業績を保証するものではありません。

ＩＲに関するお問い合わせ
ニッケ（日本毛織株式会社）

経営戦略センター総務法務広報室
TEL 06-6205-6601


